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衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
北
方
領
土
の
不
法
占
拠
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
御
指
摘
の
記
述
は
、
千
九
百
四
十
五
年
八
月
九
日
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

連
邦
が
、
当
時
ま
だ
有
効
で
あ
っ
た
大
日
本
帝
国
及
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
間
中
立
条
約
（
昭
和
十
六
年

条
約
第
六
号
）
に
違
反
し
て
対
日
参
戦
し
、
我
が
国
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
の
意
思
を
明
確
に
示
し
た
後
も
攻

撃
を
続
け
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
を
占
領
し
た
と
の
事
実
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
答
弁

書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
九
三
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
等
に
お
け
る
御
指
摘
の
答
弁
は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
北
方
四
島
の
占
拠
が
法
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う

の
が
、
従
来
か
ら
一
貫
し
た
政
府
の
法
的
立
場
で
あ
る
旨
を
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
に
い
う
「
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小
島
」
の
具
体
的
内
容
は
同
宣
言
上
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
宣
言
は
、
領
土
の
最
終
的
処
理
を
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

六
に
つ
い
て

一



政
府
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
、
人
道
上
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
国
際
法
に
照
ら
し
て
も
問

題
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
「
日
本
国
軍
隊
ハ
完
全
ニ
武
装
ヲ
解
除
セ
ラ
レ
タ
ル
後
各
自
ノ
家
庭
ニ
復
帰

シ
平
和
的
且
生
産
的
ノ
生
活
ヲ
営
ム
ノ
機
会
ヲ
得
シ
メ
ラ
ル
ヘ
シ
」
と
す
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
九
項
に
違
反
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
（
以
下
「
交
渉
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
点
を
含
め
、
交
渉
の
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
交
渉
に

支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す

る
我
が
国
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
累
次
に
わ
た
り
ロ
シ
ア
側
に
伝
え
て
き
て
い
る
。

二


